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開　催　の　趣　旨

国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域

の人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、

健康増進と体力向上を目指し、併せて５県の親睦と交流を

深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与

することを目的とする。

日本体育協会スポーツ憲章

スポーツ精神とは、自らスポーツを行うことに意義と価値を

認め、常に品位と名誉を重んじ、スポーツの競技規則、スポーツ

マンシップやフェアプレーなどのスポーツ規範に基づき、生涯を

通じて自己の能力・適性等に応じて、主体的かつ継続的に

スポーツの楽しさや喜びを味わうことである。

（公益財団法人日本体育協会スポーツ憲章より抜粋）
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あ　い　さ　つ

第38回北信越国民体育大会が北信越各県から選手・監督並びに役員の皆様をお迎

えし、福井県において盛大に開催されますことは、この上ない喜びであり、県民を代

表して心から歓迎申し上げます。

本大会は、各県の厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が、郷土の代表としての誇りを胸に、

今年開催の「
え がお

愛顔つなぐ えひめ国体」への出場権獲得をめざし、熱い戦いを繰り

広げる北信越最大のスポーツの祭典です。

選手の皆様には、日ごろ鍛えた技と力を十分に発揮され、郷土の期待に応えると

ともに、地域の人たちとの友情の輪を大きく広げていただき、思い出に残るすばらし

い大会となりますよう祈願しております。　　　　　　　　　　　　　　

本県では、来年開催される第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体・障スポ」

に向けて、県・市町の競技会場の整備を進めており、メイン会場となる福井運動公

園では、県営体育館や県営テニス場が完成し、本年4月に供用を開始しました。さらに、

県民総参加で、全国から多数の選手、役員の皆様を温かくお迎えし、心のこもった

おもてなしをする準備を進めるとともに、全国初の試みとして、国体会期中に障スポ

競技を開催するなど、国民体育大会と障害者スポーツ大会の「融合」を広くアピール

していきたいと考えています。北信越各県の皆様におかれましてもご支援・ご協力を

お願いします。

また、県外からお越しの皆様には、ぜひこの機会に、豊かな自然の中で育まれた

福井県の食をご堪能いただくとともに、永平寺や一乗谷朝倉氏遺跡など本県の歴史

や文化の魅力に触れていただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました会場地の市町をはじめ、関係者

の皆様に深く感謝申し上げますとともに、選手の皆様のご健闘と大会の成功を祈念申

し上げ、歓迎のことばといたします。

第38回北信越国民体育大会 会長
公益財団法人福井県体育協会 会長

福井県知事　西　川　一　誠
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お 祝 い の 言 葉

第38回北信越国民体育大会が、北信越5県の代表の選手や関係の皆様をお迎えし、

盛大に開催されますことを、地元 福井県議会を代表し、心からお祝い申し上げます。

皆様には、日ごろから、スポーツの振興に多大なご尽力を賜り、厚くお礼申し上げ

ますとともに、スポーツを通して明るい社会づくりに貢献されていることに対し、深く

敬意を表する次第であります。

本大会は、第72回国民体育大会（愛媛国体）への出場権をかけて行われ、北信

越地区では最も権威のある大会であります。選手の皆様には、日ごろ鍛えられた力と

技を十分に発揮され、輝かしい成果を収められることを期待しております。

福井県は、豊かな自然や歴史、多彩な伝統工芸や美しい和食文化に恵まれ、また、

子どもたちの学力・体力や県民の幸福度も全国トップクラスの評価を受けております。

県外からお越しの皆様には、ぜひこの機会に、福井の魅力を満喫していただければ

幸いに存じます。

来年の第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」は本県での開催となります。

必要な施設や環境の整備も順調に進んでおり、県外からのお客様をお迎えする準備

も、県民一丸となって盛り上げてまいります。来年、皆様方とここ福井で再びお会い

できることを念願しております。

結びに、本大会の開催にご尽力いただいた役員の皆様をはじめ、関係各位に深く

感謝を申し上げますとともに、本大会のご成功と、大会にご参加の皆様方のご健勝、

ご活躍を心よりご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

福井県議会議長　松　田　泰　典
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あ　い　さ　つ

第38回北信越国民体育大会サッカー競技を福井県坂井市において開催するにあた

り、各県代表の選手ならびに関係役員の皆様のご来県を心から歓迎申し上げます。

本県では、来年、二巡目国体として50年振りに「福井しあわせ元気国体2018」が

開催されます。天皇杯獲得を目標に、すべての競技種目の競技力向上を最重点

課題として取り組んでおります。国体開催のための施設整備として、テクノポート

福井スタジアム、三国運動公園陸上競技場の整備および改修が行なわれており、

選手の皆様方にご迷惑をおかけしますこと、大変申し訳なく思っています。

本大会は、今秋、愛媛県で開催される第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ

国体」への出場権をかけて、各県代表選手がしのぎを削る戦いでもあります。日々の

練習の成果と選手自身の持てる力を最大限に発揮され、激しさの中にも、リスペクトや

フェアプレーの精神を失わない素晴らしい試合を期待しています。

大会期間中、試合だけでなく時間を見つけて、是非、福井の観光地を訪れて

いただくことをお願いします。日本海の荒波の浸食による輝石安山岩の柱状節理と

いう、地質学的にも珍しい奇岩による断崖絶壁が海岸線約1 kmにわたり続く

「東尋坊、現存する天守閣としては日本最古の「丸岡城、その他「大本山永平寺」、

「恐竜博物館」など、豊かな自然や文化にも接するとともに、福井の人 と々の交流も

深めていただき、思い出に残る大会となりますようご祈念申し上げます。

終わりに、本大会を開催するに当たり、公益財団法人福井県体育協会をはじめ

坂井市および関係者の皆様から多大な御支援、御協力をいただきましたことに心から

お礼を申し上げ、ご挨拶といたします。

一般社団法人福井県サッカー協会

会長　仲　倉　典　克
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歓 迎 の こと ば

「第38回北信越国民体育大会が、北信越各県から多くの選手、監督、役員の皆様

をお迎えして、本市において盛大に開催されますことは誠に喜ばしく、坂井市民を

代表して心から歓迎申し上げます。

郷土の代表として参加される選手の皆様におかれましては、日頃のたゆまぬ努力

の成果を十分に発揮し、素晴らしい結果を収められますよう心からご健闘をお祈り

いたします。

さて、坂井市は、国の名勝に指定されている「東尋坊」や日本の現存12天守の

一つである「丸岡城」など、数多くの観光名所を有する「観光のまち」であるとともに、

美しい海や川、そして緑の山々を有するなど豊かな自然に恵まれているため、新鮮で

豊富な食材がそろっています。ぜひ、この機会に坂井市の自然や歴史に触れて

いただくとともに、「食」についても満喫していただければ幸いでございます。

また、開催を来年に控えた「福井しあわせ元気国体」の開催に向けて、おもて

なしの心で皆様を歓迎する準備を進めていますが、国体の開催地として、再び

皆様をお迎えできますことを大変光栄に思っているところでございます。

結びに、本大会の開催にあたりご尽力を賜りました関係者の皆様に心から敬意を

表しますとともに、大会のご成功を心からご祈念申し上げまして、歓迎のことばと

いたします。

坂井市長　坂　本　憲　男
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坂本　憲男

仲倉　典克

柄沢　正三　　西尾　眞友　　島田　一彦　　平林　正光

伊藤　聖一　　牧田　靖夫　　川元　利夫　　渡辺　　滋

前田　康博　　光野　　稔　　神谷敬一郎　　國京　紀雄

中田誠一郎　　小阪　清吉　　横山　　孝　　佐々木啓補

宮永　英機　　斉藤　新緑　　　

西村　昭治

中澤　雄一　　荒川　　剛　　田中　　厚　　中和　昌成

長谷川　徹　　龍田　一樹　　石本紗央理　　窪　　修一

飽田　　敏　　前田　敏明　　広部　雅之　　山本　伸忠

殿村　哲夫　　永井　　宏　　坂巻　富子　　松島　義一

森　　　恭　　河村　和徳　　長瀬　重典　　遠藤　善主

永棹　　稔　　西出　　勲　　杉本　敬一　　高原　一也

広橋　正司　　野村　有三　　田中　啓司　　小林　紀之

仲山　義雄　　西　　秀紀　　水沢　利栄　　粟田圭一郎

加藤　佳紀　　真田　幸明　　板垣　　剛　　西野　哲之

木内　岳夫　　原　　利昭

名 誉 会 長

会　　　　長

副　会　長

顧　　　　問

参　　　　与

委　員　長

副 委 員 長

委　　　　員

競 技 会 役 員
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競　技　役　員

西村　昭治

中澤　雄一　　荒川　　剛　　田中　　厚　　中和　昌成

永棹　　稔　　西出　　勲　　杉本　啓一　　広部　雅之

高原　一也　　広橋　正司　　野村　有三　　田中　啓司

小林　紀之　　仲山　義雄　　西　　秀紀　　長谷川　徹

水沢　利栄　　粟田圭一郎　　加藤　佳紀　　

武内　英郎

杉本　敬一　　谷　　邦男　　場崎　博之　　佐々木仁志

窪　　修一

高原　一也　　加藤　芳彦　　小酒　正明　　綿野　直樹

前田　敏明

神谷敬一郎　　大森　　豪　　小林　尚史　　根塚　　武

永棹　　稔

広部　雅之　　西出　　勲

飽田　　敏

広橋　正司　　丸山　有一　　中野　勝彦　　安井　孝志

西出　　勲　　木内　　宏　　小阪　康弘　　藤田　智広

長谷川　徹　　岡﨑　　護　　市村　孝一　　清水　啓一

河上　丈夫　　西田　耕基

国京　健一　　牧野　功一　　寺澤　哲也　　甲斐　秀治

和田　直人　　尾下　幸恵　　亀井　大介　　

小阪　康弘　　徳丸　敬紘　　姉崎　将太　　宇城　康太

河上　丈夫　　遠藤　光彦

牧野　幸二　　久保　雅計　　八杉　秀樹　　牧田　泰純

尾下　俊治　　清水　芳樹

広部　雅之　　小林　紀之　　浅岡　修子　　鈴木　千文　　

丸岡高校放送部

吉田さおり　　牧野　充代　　谷川　貴浩　　宇城　康太

丸岡高校サッカー部　　坂井高校サッカー部　　三国高校サッカー部

競技委員長

競技副委員長

競 技 委 員

規律委員長

規律副委員長

審判委員長

審判副委員長

医学委員長

医学副委員長

総務委員長

副総務委員長

技術委員長

技術副委員長

会　場　長

副 会 場 長

総 務 委 員

会 場 委 員

記録・報道委員

式典・放送委員

受付・接待委員

補 助 役 員
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会 議 名 期 日 時   間 場  所 電話番号

代表者会議 ８月１１日（金） ９：００ 春江中コミュニティセンター 0776-51-1104 

審判会議 ８月１１日（金） １０：００ 春江中コミュニティセンター 0776-51-1104 

規律フェアプレー委員会 ８月１１日（金） １８：００ すかっとランド九頭竜 0776-59-1188 

諸 会 議 日 程

・ 公益財団法人日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則 2017/18」による。 

（本年度の競技規則改定は本大会より適用する。） 

・ 選手の交代は、試合開始前に登録された交代要員のうち、５名まで認められる。 

・ 試合時間は７０分（３５分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。勝敗が決

しないときは、２０分（１０分ハーフ）の延長戦を行い、なお決しないときは、ペナルティーキッ

ク方式によって勝敗を決定する。 

・ 変則リーグ戦方式では、下記に基づく勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する。 

７０分試合時間内での勝者：４点、延長戦による勝者：３点、ＰＫ方式による勝者：２点、  

ＰＫ方式による敗者：１点、その他：０点。 

  なお、勝点が同じ場合は、①得失点差、②総得点数、③当該チーム間の対戦結果、④今年度トレセ

ンリーグ戦の順位、⑤抽選 の順により代表チームを決定する。 

競技場の留意点

 代表決定戦終了後、表彰式を行う。

 第７２回国民体育大会の北信越ブロック代表チームは、次のとおりである。

   成年男子：２チーム   女  子：２チーム   少年男子：２チーム

表 　 彰 　 式
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競　技　日　程

競技組み合わせ

▼少年男子の部

▼成年男子の部

▼女子の部　　　

１）期 間 2017年8月11日（金）～13日（日）

２）会 場 子男年成】ポス丸【場ーカッサドンラツーポス岡丸

丸岡スポーツランド人工芝グラウンド北コート（人工芝）　【丸スポ北】 少年男子

丸岡スポーツランド人工芝グラウンド南コート（人工芝）　【丸スポ南】 少年男子

子女】国三【）芝工人（ドンウラグ芝工人園公動運国三

日 記号 種 別 開始時間

ＳＶ03:31子男年少イ

ＳＶ00:11子男年成A

ＳＶ03:31子男年成Ｂ

ＳＶ03:31子男年少ロ

ＳＶ03:31子男年少ハ

ＳＶ00:11子女あ

ＳＶ03:31子女い

ＳＶ00:11子男年成C

ＳＶ03:31子男年少ニ

ＳＶ03:31子男年少ホ

ＳＶ00:11子女う

注）ベンチは上段表の左側チームがピッチに向かって左側とする。

あの勝者 代表決定戦

石川県 代表決定戦

１３日
（日）

戦定決表代者勝のA県野長ポス丸

グーリ則変県山富県野長北ポス丸

グーリ則変県川石県潟新南ポス丸

三国

石川県 変則リーグ

戦回1県山富県野長国三

福井県 変則リーグ

１２日
（土）

丸スポサッカー場 新潟県 福井県 1回戦

戦定決表代県川石県山富ポス丸

グーリ則変県井福県野長北ポス丸

丸スポ南

３）試合日程

考備戦対場会

１１日
（金）

県潟新北ポス丸

富山県

県井福国三

新潟県

石川県

長野県
　Ｃ 

新潟県

富山県
　Ｂ 

　　Ａ 
福井県

代表

代表

福井県
　い 

石川県

新潟県
　う 

長野県
　あ 

富山県

代表

代表

ニ

石川県

新潟県

福井県

富山県 長野県

ホ イ

ロハ
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競 技 成 績 表
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監督・選手名簿

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部

福井工業大学附属
福井高等学校女子

サッカー部
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監督

ＧＫ

DF

DF

DF

DF

MF

MF

MF

FW

FW

MF

ＧＫ

DF

MF

DF

FW
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過去の成績一覧（本国体出場）

年度 回

1980(S55) 1 富山 長野 福井 長野 新潟

1981 2 富山 長野 福井 長野 富山

1982 3 富山 長野 福井 長野 富山 石川

1983 4 富山 長野 福井 長野 新潟 石川

1984 5 富山 長野 福井 新潟 富山 石川

1985 6 富山 長野 福井 長野 石川 福井

1986 7 富山 長野 新潟 富山 石川 福井

1987 8 富山 長野 新潟 新潟 富山 石川

1988 9 富山 長野 富山 富山 石川 福井

1989(H1) 10 富山 新潟 石川 長野 新潟 富山

1990 11 石川 長野 長野 長野 新潟 富山

1991 12 石川 長野 石川 富山 長野 富山 石川 福井

1992 13 長野 新潟 富山 長野 新潟 石川

1993 14 富山 福井 石川 新潟 富山 福井

1994 15 富山 新潟 石川 長野 富山 石川

1995 16 富山 福井 富山 長野 富山 石川

1996 17 富山 新潟 石川 長野 石川 福井

川石山富川石野長川石山富817991

山富井福川石野長野長山富918991

川石山富山富川石野長野長山富029991

野長山富井福川石潟新山富野長山富120002

山富野長山富井福野長潟新井福221002

野長潟新山富川石川石322002

山富野長野長川石潟新川石山富423002

潟新潟新井福川石山富524002

潟新野長川石潟新野長川石山富625002

潟新川石野長山富726002

井福潟新潟新山富川石潟新山富827002

潟新川石潟新潟新928002

2009 30 新潟 福井 長野 新潟 石川 富山 新潟 福井 長野

潟新川石潟新山富130102

井福潟新川石潟新井福潟新231102

潟新野長潟新山富川石332102

野長潟新山富潟新井福川石433102

潟新山富潟新川石野長534102

井福野長潟新川石野長潟新635102

潟新野長山富潟新潟新736102

成年男子（１部） 成年男子（２部） 少年男子 女   子

− 19 −



実　施　要　項

１ 期 日

  平成 29 年 8 月 11 日（金）から 13 日（日）まで（3日間） 

種 別 8 月 11 日（金） 8 月 12 日（土） 8 月 13 日（日） 

成年男子  
１回戦（Ａ） 

代表決定戦（Ｂ） 
代表決定戦（Ｃ） 

女  子  
１回戦（あ） 

代表決定戦（い） 
代表決定戦（う） 

少年男子 リーグ戦（イ） 
リーグ戦（ロ） 

リーグ戦（ハ） 

リーグ戦（ニ） 

リーグ戦（ホ） 

２ 会 場

「丸岡スポーツランドサッカー場」（天然芝）【略称:丸スポ】 （成年男子） 

   〒910-0383 福井県坂井市丸岡町長崎 6-69 電話 0776-67-4040（丸岡スポーツランド事務所）

「丸岡スポーツランド人工芝グラウンド北コート」（人工芝）【略称:丸スポ北】 （少年男子） 

〒910-0383 福井県坂井市丸岡町長崎 6-69 電話 0776-67-4040（丸岡スポーツランド事務所）

「丸岡スポーツランド人工芝グラウンド南コート」（人工芝）【略称:丸スポ南】 （少年男子） 

〒910-0383 福井県坂井市丸岡町長崎 6-69 電話 0776-67-4040（丸岡スポーツランド事務所）

「三国運動公園人工芝グラウンド」（人工芝）【略称:三国】 （女子） 

  〒913-0052 福井県坂井市三国町運動公園１丁目 4-1 電話 0776-82-5580 

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県 小 計 合 計 

成年男子 １ 15 ５ 80 

245 女  子 １ 15 ５ 80 

少年男子 １ 16 ５ 85 

  （注）成年男子及び女子の監督は、選手を兼ねることができる。 

４ 競技上の規定及び方法

（１）競技規程 

  ア 試合の競技方法は、2017－2018 年度（公財）日本サッカー協会競技規則による。 

  イ 試合開始前に登録された交代要員のうち、５名まで交代が認められる。 

  ウ この大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場することができない。これ以降

の処置については、この大会の規律・フェアプレー委員会で決定する。 

  エ この大会期間中、警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場することができない。 

   （注）この大会期間中で処分が不可能な、通算２回の警告による出場停止処分は、以降の大会に
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持ち越されずに消滅する。ただし、退場処分を受けた場合の出場停止処分は、当該チームに

おける以降の大会に持ち越されるものとする。（退場処分があった場合、開催県協会事務局

は、（公財）日本サッカー協会国体実施委員会及び北信越サッカー協会に報告する。） 

（２）試合の方法 

  ア トーナメント方式及び変則リーグ戦方式とし、代表を決定する。 

  イ 試合時間は 70 分間（35 分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは 10 分間とする。勝敗

が決しないときは 20 分間（10 分ハーフ）の延長戦を行い、なお決しないときは、ペナルティキ

ック方式により勝敗を決定する。 

ウ トーナメント方式では、上記イにより次回戦に進むチームまたは代表チームを決定する。 

エ 変則リーグ戦方式では、勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する。 

勝点は、70 分試合時間内での勝者：４点、延長戦による勝者：３点、PK 方式による勝者：２

点、ＰＫ方式による敗者：１点、その他：０点とする。勝点が同じ場合は、①得失点差、②総得

点数、③当該チーム間の対戦結果、④今年度トレセンリーグ戦の順位、⑤抽選の順により代表チ

ームを決定する。 

５ 予選方法

  各県サッカー協会は、種別ごとにこの大会に出場する代表１チームを選出する。 

６ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準

  総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）チーム編成 

各県の成年男子、女子及び少年男子の代表チームは、単独、補強または選抜のうち、いずれかの 

方法により編成すること。 

（２）成年男子 

ア （公財）日本サッカー協会基本規程第 81 条１により別途制定する「サッカー選手の登録と移籍

等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。 

  イ 平成 12 年（2000 年）12 月 31 日以前に生まれた者が参加できる。 

  ウ 成年男子代表チームについて高校２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年生の登録で

きる人数は５名以内とする。 

（３）女 子 

ア （公財）日本サッカー協会基本規程第 81 条１により別途制定する「サッカー選手の登録と移籍

等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。 

  イ 中学３年生を含む平成 15 年（2003 年）4月 1日以前に生まれた者が参加できる。 

（４）少年男子 

ア （公財）日本サッカー協会基本規程第 81 条１により別途制定する「サッカー選手の登録と移籍

等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。 

イ 中学３年生を含む平成 15 年（2003 年）4 月 1 日以前に生まれた者から、平成 13 年（2001 年）

１月１日以降に生まれた者が参加できる。 

（５）外国籍競技者の参加 

   外国籍競技者の参加については、「総則５（１）ア」を適用する。 
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（６）監 督 

   チーム（全種別）の監督は、（公財）日本サッカー協会公認指導者ライセンスに基づく JFA 公認Ｓ

級コーチ、JFA 公認Ａ級コーチ（（公財）日本体育協会公認上級コーチ）、JFA 公認Ｂ級コーチ（（公

財）日本体育協会公認コーチ）のいずれかを有する者とする。 

７ 参加得点

この大会に参加した県に、第 72 回国民体育大会の男女総合成績・女子総合成績の参加点 10 点が与

えられる。ただし、本国体への出場権を獲得しながらこの権利を放棄したときは、参加点は与えられ

ない。 

８ 表 彰

  代表権を獲得したチームに表彰状を授与する。 

９ 参加申込方法

（１）所定の Web ページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要事項を入力の上、所属

県体育協会を通じて、平成 29 年 7月 20 日（木）正午までに申込手続きを完了すること。 

（２）締切期限以降は所定の Web ページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスできなくなるの

で、締切期限を厳守すること。 

10 選手の変更

参加申込締切後の選手交代は、特別の事情がない限り認めない。ただし、特別の事情（疾病、傷害等）で

選手を交代する場合は、所定の様式により、実行委員会あて届出を行い、代表者会議で認められなければな

らない。 

疾病、傷害以外の場合は、北信越サッカー協会専務理事会による審議を経て変更を認めるものとす

る。 

（１）提出期限  平成 29 年 8 月 9日（水）午後 3時必着 

（２）原本提出先 第 38 回北信越国民体育大会実行委員会事務局 

       〒918-8027 福井県福井市福町 3-20 福井県営体育館内 

TEL 0776-34-2719  FAX 0776-34-2742 

（３）写し提出先 一般社団法人北信越サッカー協会事務局 

         〒936-0078 富山県滑川市高月町 129 日医工スポーツアカデミー内 

TEL 076-471-7114  FAX 076-471-6119  

なお、交代（棄権を含む）があった場合は、大会終了後、第 38 回北信越国民体育大会実行委員会の

指定する日までに、別途、所定の手続きにより参加申込情報を修正すること。 

11 参加上の注意

（１）ユニフォーム 

  ア （公財）日本サッカー協会ユニフォーム規程による。 

イ 「チーム名」として必ず県名を表示すること。 

  ウ 背番号は、成年男子、女子が１～15 番（監督が選手を兼ねる場合は１～16 番）、少年男子は 

１～16 番の通し番号とし、参加申込書に記載した番号と同じ番号を付けること。 

  エ ユニフォームは、正副２色（シャツ・ショーツ・ソックス・ＧＫ用共）を参加申込書に記入す
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ること。参加申込書提出後のユニフォーム・背番号の変更は認めない。 

  オ ユニフォームへの広告表示は認めない。 

（２）参加資格に違反したり、そのほか不都合な行為があったときは、そのチームの出場を停止するこ 

ともある。 

（３）参加チームの代表者は、必ず代表者会議に出席すること。 

（４）参加チームの選手は、2017 年度（公財）日本サッカー協会の選手登録証を携行し、提示を求めら

れた場合には速やかに応じなければならない。 

12 その他

（１）諸会議 

  ア 代表者会議 

    日 時： 平成 29 年 8 月 11 日（金）午前 9時 

    会 場： 春江中コミュニティセンター 

         〒919-0413 福井県坂井市春江町随応寺第 17 号 17 番地 

               TEL 0776-51-1104   FAX 0776-51-9421 

  イ 審判会議 

    日 時： 平成 29 年 8 月 11 日（金）午前 10 時 

    会 場： 春江中コミュニティセンター 

〒919-0413 福井県坂井市春江町随応寺第 17 号 17 番地 

TEL 0776-51-1104   FAX 0776-51-9421 

 ウ 規律・フェアプレー委員会 

日 時： 平成 29 年 8 月 11 日（金）午後 6時 

会 場： すかっとランド九頭竜 

         〒910-0041 福井県福井市天菅生町 3字 10 番地 

TEL 0776-59-1188   FAX 0776-59-1291 

（２）第 72 回国民体育大会の北信越ブロック代表チーム数は、次のとおりである。 

種 別 代表チーム数 

成年男子 ２ 

女  子 ２ 

少年男子 ２ 
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競技会場案内図

広域地図

丸岡スポーツランド　案内図
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三国運動公園人工芝グラウンド　案内図

春江中コミュニティセンター　案内図
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宿 舎 一 覧 表

成年男子

少年男子

成年男子

成年女子

少年男子

成年男子

成年女子

少年男子

成年男子

成年女子

少年男子

成年男子

成年女子

少年男子

0776-77-2500

0776-36-3850

0776-50-2393

0776-29-1020

0776-30-2130

0776-23-3800

0776-59-1177

県　名

福　井

新　潟

石　川

〒918-8007
福井市足羽1丁目7-16

〒910-0203
坂井市丸岡町山口60-8

電　話地　在　所名　舎　宿

福井アカデミアホテル
〒910-0034

福井市菅谷1-1-22
0776-29-1020

富　山

長　野 清風荘
〒910-4104

あわら市温泉3-803

河甚旅館

ちくちくぼんぼん

福井アカデミアホテル

ホテルルートイン福井駅前

福井パレスホテル

大安寺温泉　萬松閣

0776-78-5566

〒910-0034
福井市菅谷1-1-22

〒910-0005
福井市大手2丁目1-14

〒910-0023
福井市順化1丁目5-18

大安寺温泉　萬松閣
〒910-0043

福井市四十谷町12-21-1

〒910-0043
福井市四十谷町12-21-1

0776-59-1177

みのや太平閣
〒910-4105

あわら市舟津50-1-1

昼

夜

　　　　　丸岡スポーツランド
〒910-0383　福井県坂井市丸岡町長崎6-69

ＴＥＬ 0776-67-4040　　　　　　FAX 0776-67-7040

ＴＥＬ 0776-26-0011　　　　　　FAX 0776-23-5566

　　　　　エースイン福井

責任者　　　西村　昭治

〒910-0006　福井県福井市中央3丁目4-20

競技会本部 ・記録本部

11日

12日

13日

医療法人　中瀬整形外科医院　　坂井市丸岡町里丸岡１－４０
ＴＥＬ　0776-67-3777

通常診療

福井大学医学部附属病院　吉田郡永平寺町松岡下合月23-3
ＴＥＬ　0776-61-3111

救　急　指　定　病　院

第3８回北信越国民体育大会実行委員会事務局

福井市福町 3-20　公益財団法人福井県体育協会内
TEL 0776-34-2719　　FAX 0776-34-2742

大　会　本　部
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開　催　の　趣　旨

国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域

の人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、

健康増進と体力向上を目指し、併せて５県の親睦と交流を

深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与

することを目的とする。

日本体育協会スポーツ憲章

スポーツ精神とは、自らスポーツを行うことに意義と価値を

認め、常に品位と名誉を重んじ、スポーツの競技規則、スポーツ

マンシップやフェアプレーなどのスポーツ規範に基づき、生涯を

通じて自己の能力・適性等に応じて、主体的かつ継続的に

スポーツの楽しさや喜びを味わうことである。

（公益財団法人日本体育協会スポーツ憲章より抜粋）




